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今回は， 1989年1月～12月に新たに生息が確認されたり，目撃された種あるいは前報（久居， 1989a)

までに記録がもれた種について報告する。稀種については，「動植物目録J（国立科学博物館附属自然教

育園， 1984）中で r：“稀”，または（r）：“古い記録はあるが，現在未確認の種”とされている全ての種

を対象としたが，これら以外にも最近特に個体数や目撃記録が著しく減少した一部の動物も対象とした。

なお，学名および和名などは上記の目録に準拠した。また，カッコ内の日付は目撃あるいは捕獲した

西暦年月日（日付のないものはふつうに見られることを示す）と，目撃また捕獲地点と目撃者，捕獲者

名を示し，氏名のない場合は筆者の記録によることを示す。

本報告をまとめるにあたって，種々のご教示と同定をしていただいている東洋大学の大野正男教授，

日ごろより鳥類などの貴重な記録を提供してくださった日本野鳥の会の守田洋氏をはじめ，情報を提供

していただいた方々に感謝の意を表する次第である。

1 .追 録

Pia ty helm in thes 属形動物門

Turbellaria 渦虫綱

BiJう，atiumkewense Moseley コウガイピル属の一種（三岐腸目 コウガイピル科）

本種は正門からインセクタリウムに行く小道（図1参照）でよく目撃される。この小道では同時に数

個体見られることもよくあるので，この付近に多く生息しているものセ考えられる。また，インセクタ

リウム内に侵入し，コンクリート床を這っている例も毎年数個体見られる（図2）。圏内では，教育管理

・国立科学博物館附属自然教育園， Institutefor Nature Study, National Science Museum 



-12- 自然教育園報告第21号， 1990

棟周辺，路傍植物教材固などでよく見られる。

体色は黄褐色で背面に黒い3条のすじがある。体長は30～40cm程度のものが多いが，時として70～80

cmくらいの長大な個体が見られることもある。

1989.7.18には正門とイ ンセクタリウム間の小道で7～8cmのミミズを捕食中の個体を目撃した。この

例のように，圏内ではミミズ類を多く餌にしているものと考えられる。

本種は，コウガイビル科の中でも最大の種で，本来，東南アジアの熱帯地方が原産地と考えられてい

るが，こんにちではヨーロッパ・北アメリカ・ハワイ・オーストラリア・シンガポール・インドネシア

など汎世界的に分布しているという（川勝・青木， 1968,1969；青木， 1973,1982）。

日本での初記録は1968.7.29で，皇居内で発見された個体で，推定体長は 1mほどである（川勝・青木，

1968, 1969）。本園では10年ほど前から目撃はされていたが，最近特に個体数が増えている傾向が見られ

る。これは，本種が無性的に分裂片が再生し，増殖するので本園のように安定した環境では容易に憎え

るのであろうと考えられる（）｜｜勝・青木， 1969）。

圏内には，このほか黒色をしたコウガイピルも見られ， B.fuscatum Stimpson クロイロコウガイビ

ル， B.fuscolineatum Kaburaki クロスジコウガイビルのいずれかあるいは両種であろうと考えられ

るが，精査していないので種名はまだ不明である。

図 1. 自然教育園概略図
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Arthropoda 節足動物門

Arachnida 妹形綱
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Marpissa pulla Karsch ヨダンノ、ェ トリ（真正クモ目 ハエトリグモ科） (1989.6.1 インセクタリ

ウム）

インセクタリウムの外壁を俳個していた雌を捕獲。本種は，腹部の周囲が黒色で，背面は灰色の地に

朱色の横帯がある特徴的な色彩模様をもっハエトリグモの一種である（図3｝。本州・四国・九州、｜に分布

し，ふつう草の聞を俳佃し，落葉の下などで見られる（八木沼，1986）。

Diplopoda 倍脚綱

Eudigraphis takakuwai Miyosi ニホンフサヤスデ（フサヤスデ目 フサヤスデ科） (1989.3.24 シ

イ林，佐藤英文 ・高野光男 ・鈴木恵一氏）

本種は，東便所付近のシイ林より一個体のみ採集された。

ニホンフサヤスデは体長が4.5mm以下，体幅約 1mmの小形のヤスデで，体壁には石灰質を含まないので

柔軟で，体表は長毛の房で覆われているため，カツオプシムシ科の幼虫のような特異な形態をしている

（青木，1973；篠原，1974）。

フサヤスデ科は南方系のヤスデ類で，日本では1属1種の本種のみ分布し，3亜種が認められ，関東

以西のおもに太平洋側の海岸近くに分布し，広葉樹林下の乾繰した落葉の下や樹皮下 ・石下 ・コケ類の

中などに群生するという（三好 ・江原， 1966；青木，1973）。

Insecta 昆虫綱

NemouraルlvaSama! オナシカワゲラ（償麹目 オナシカワゲラ科） (1986.5.17, 1989.3.22，同4.27
サンショウウオの沢）

本種はサンショウウオの沢筋一帯にふつうに生息する。

本種は筆者が採集した幼虫によって， Nemoura sp.として記録されていたもので，当初より N.fulva

Sama！の可能性が大きいことが示唆されていた（久居，1987）。今回得られた成虫を都立大学の内田臣一

氏に同定していただき，改めて本種であることが確認された。

圏内に生息するカワゲラ類としては，オナシカワゲラ科の Protonemuralongiceria Okamoto ユピオ

ナシカワゲラ属の一種が青木 (1989）によって記録されている。しかし，これまで筆者が採集した幼虫

および成虫には本種が全く含まれていなしコ。特に幼虫は，鯨の有無や形態でオナシカワゲラ属（Nemour-

a）とユビオナシカワグラ属 （Protonemura）は容易に判別できるが，これまで多くの幼虫を精査した限

りでは，ユビオナシカワゲラ属の幼虫は得られていない。

Micadin刀 ρhluctaenoidesRehn トビナナフシムシ（直麹目 トビナナフシムシ科） (1989.8.24 食

草園）

本種は食草園の樹上にいた成虫で，基礎資料のため標本として保管されている（図4）。

圏内にトピナナフシが生息していることは以前より知られていたが，これまでに正式に記録されたも

のはなく，未発表のものとして，1973年の青木良氏による記録（青木，1989）を散見するにすぎない。

安松（1965）によれば，本種の分布は北海道から奄美大島まで広い地域にわたるとされ，近似種の M.
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yasumatsui Shiraki ヤスマットピナナフシは九州の山地のみに分布するとされている。しかし，日浦

(1977a）によれば，ヤスマットピナナフシは英彦山や祖母山に産地が限定されてはおらず，本州・四国・

九州にもふつうに生息しているようであり，青森から宮崎まで分布するとされていたトピナナフシと混

同されてきたので，本種の分布記録は定かではないという。

Alcimocoris japonensis Scott ウシカメムシ（半麹目 カメムシ科） (1989.4.13 路傍植物教材園）

圏内の建物跡地に近い路傍植物教材園に生育するスダジイの若木の葉上にいた個体を捕獲し，標本と

して保管（図5）。

体長は8～9皿で，背面は光沢のある黄褐色に多数の黒色点刻がある。前胸背の側角が大きく突出し

た特徴的な形態からこの和名がつけられた。

本種は本州、卜四国・九州、｜・対島・琉球などに分布するが，暖地性のカメムシであり，分布の北限は太

平洋側が茨城県，日本海側は石川県である。関東地方では各都県に分布する。久居（1989b）は関東地方

の分布で群馬県の記録はないとしたが，その後，大野正男氏のご教示によって，群馬県にも分布するこ

とが判明した。

本種は全国的に見てひじように個体数の少ないカメムシの一種で（宮本， 1965；後藤， 1967），東京で

のこれまでの記録も平山修次郎氏による1936.8.9，井の頭での採集記録（平山， 1937），加藤正世氏によ

る記録（採集地および採集年月日は不明；加藤， 1938），最近では青木良氏による1988.7.27，港区のフ

ランス大使館での記録（青木， 1989）ときわめて少ない。

本種は，アセビやシキミなどの低木上にすみ，ナツミカンなども加害するという（日浦， 1977b）。一

方，後藤（1967）によれば，本種を多産する和歌山県日高郡由良町では，ふつうミカン畑で樹上生活を

し，幼虫・成虫ともセミの卵を吸汁する。

Vertebrata 脊椎動物門

Osteichthyes 硬骨魚綱

Carassius carassius b叫 rgeriTemminck et Schlegel キンプナ（コイ目 コイ科） (1989.3.22 北

門水路，矢野亮氏他）

北門の水路で2個体捕獲されたもので，体長を計測後同日に圏内の水鳥の沼に放逐された。体長はそ

れぞれ14cm,30cmであった。

霞が浦で調べられた本種の成長は，l年で体長10cm,2年で15cm程度（宮地他， 1976），また蒲原（1966)

によれば体長30cmくらいに成長するというから（ただし，蒲原は C.carassius Linn吾フナ としての解

説で，キンプナとギンプナの区別はされていない），本園で捕獲されたキンプナは，おそらく 2才以上で，

そのうちの1個体は最大級といえよう。

フナ類の記録は，これまでに1984.8.25に捕獲された C.gibelio langsdorfi V alenciennesギンプナ（久

居， 1987）のほかは皆無に近い。本種の分布は北海道・本州・四国・九州の各地であるが，本園では自

然分布していた個体か，あるいは入園者が持ち込んで放逐した個体かは不明。

Amphibia 両生綱

Cynops sp.イモリ属の一種（有尾目 イモリ科） (1989.8.4；同8.10 水生植物教材園，守田洋氏）
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本種の最初の記録は1989.8.4で，これは本園で小・中学生を対象に実施した「青少年科学グループ活

動jのおりに，参加した小学生たちが2個体目撃し，その指導にあたっていた筆者らに報告されたもの

である。翌日，筆者が水生植物教材園に確認しに行ったが目撃できなかった。当初，かれらの話から

Cynゆspyrrhogaster Boieアカハライモリと考えられた。しかし，後日，守田洋氏によって目撃された

個体は背面に短かい三条の燈色の模様が見られたとのことから C.ensicauda Hallowellシリケンイモ

リの特徴も具えている。その後，おりにふれ水生植物教材園で観察を続けたが，全く姿を見ることがで

きなかった。現在のところ，アカハライモリとシリケンイモリのいずれの種か，あるいはこれらとは全

く別種か判断できないので，ここではイモリ属の一種として記録しておく。

これまで本園にはイモリ類は全く生息しておらず，また移入した記録もない。したがって，目撃され

たイモリは入国者の放逐したものと考えられる。

なお，本園の西側には，以前からイモリの池と呼ばれる水路があるが，これは名称のみで，開園当時

からイモリが生息していたり，ここに移入した記録はないとのことである。

Reptilia l侭虫綱

Trionyx sinensis Temminck et Schlegel スッポン（カメ目 スッポン科） (1989.8.22 水生植物教

材園，三浦雅人氏）

本種は，最初1988年7月頃に守田洋氏によって目撃されたが，その後未確認のままでいたものである。

そして，おそらく同一個体と恩われるものが， 1989.8.22に三浦雅人氏によって捕獲された。体長は約25

cmであった。

分布は本州・四国・九州などであり，特に南西地域に多い（中村・上野， 1963；千石， 1979）。本園で

の自然分布は考えられず，入園者によって放逐されたものであろう。

Aves 鵬綱

AythyaルligulaLinne キンクロハジロ（ガンカモ目 ガンカモ科） (1989.11.18 水生植物教材園）

水生植物教材園に飛来していた 1個体を小原伸一氏とともに目撃。翌日，再度確認に行ったが飛去し

ていた。

キンクロハジロは中形のカモで，本州以南には冬鳥として10月下旬～11月上旬に渡来し，日本各地に

ふつう。冬は東京湾・霞が滞・牛久沼・芦の湖などに大群で生息するという（清棲， 1966：小林， 1976）。

A. ferina Linne ホシハジロ（ガンカモ目 ガンカモ科） (1989.12.17 水生植物教材園）

水生植物教材園に飛来していた雄を 1羽目撃。同日，坂本直樹・守田洋両氏も確認。

本種は，日本には冬期渡来し，海上よりは淡水の湖沼に好んで生息する（小林， 1976）。上野の不忍池

には多いが，本園では前述のキンクロハジロとともに初記録である。

稀種の目撃記録

(1）昆 虫類

Ceriagrion melanurum Selys キイトトンボ（蛸蛤目 イトトンボ科） (1989.8.10～13 水生植物教



-16 - 自然教育園報告第21号， 1990

材園，守田洋氏）

本種は1987,1988年には全く目撃されなかった。おそらしかなり減少しながらも細々と発生を繰り

かえしていたのであろう。

C. nipponicum Asahina べニイトトンボ（婿除目 イトトンボ科） (1989.8.4 水生植物教材園，矢

野亮氏；同8.16，同10.14 以上守田洋氏）

本種は武蔵野植物教材園にある小池で発生していたものであるが， 1989年は水生植物教材園でのみ目

撃された。本種も1987,1988年には目撃記録がない。

なお，本種の出現期はふつう 5～9月で，暖地では10月にはいってからの目撃記録があるものの（石

田他， 1988），本園では10.14の目撃はもっとも遅い記録といえよう。これは，秋季の気温が例年より高

かったことによるのかもしれない。

Polycant，ルψnamelanictera Selys ヤプヤンマ（婿蛤目 ヤンマ科） (1989.7.2 武蔵野植物教材園，

守田洋氏）

本種は武蔵野植物教材園の小池の岸近くで羽化した個体を守田洋氏が目撃。筆者は同7.7に同所で2個

体分の羽化殻を採集し，これによって本種であることを確認した。

本種は1952年発行の昆虫目録（鶴田他， 1952）に登載されているものの，その後長期間目撃されず（頼，

1978），絶滅したと考えられていたトンボの一種である。今後とも本園で発生し続けるか否か興味深いと

ころである。

園内では青森県から沖縄本島まで各地に分布するが，東北地方北部では産地が局地的で稀である（石

田他， 1988）。幼虫は丘陵地や低山の樹陰に固まれた植物堆積物が多い池沼や水たまりに生息する。雌は

水辺から少し離れたコケ類や泥中に産卵することが多く（浜田・井上， 1985；石田他，1988），また水ぎ

わの朽木に産卵する例も知られている（新井， 1988）。

幼虫が生息する池沼や水たまりは浅いところが多く，そのため時として干上ったり，冬季には氷結す

ることもある。しかし，このような場合，幼虫は底に堆積した湿った落葉の下などに潜って，かなり長

期間生存することができる（新井， 1985,1988）。

RhyothemisルliginosaSelys チョウ トンボ（婿蛤目 トンボ科） (1989.8.23 水生植物教材園）

チョウトンボは1984年発行の動植物目録（国立科学博物館附属自然教育園， 1984）では、稀種砂ある

いは、現在未確認種。とはされていない。しかし，近年圏内での目撃記録が少なし稀種として扱って

よいと考えられる。

本種は水生植物教材園で2個体目撃され，同一個体を小原伸一氏，矢野亮氏らも同日に確認している。

本種は黒緑紫光沢に輝く麹をもち，ひらひらとチョウのように舞い飛ぶ特異的なトンボである。

日本では本州 ・四国 ・九州 ・淡路島 ・隠岐 ・壱岐・種子島など離島を含めて広く分布するが，関東以

北では少なし東北地方北部では局地的で稀である（浜田 ・井上，1985；石田他，1988）。

幼虫はおもに平地の丘陵地の挺水植物がよく繁茂する富栄養化した池沼に生息する。しかし，近年生

息環境の破壊で減少してきているという（浜田 ・井上，1985）。
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Papilio helenus Linne モンキアゲノ、（鱗麹目 アゲハチョウ科） (1989.5.5 矢野亮氏：同7.27 路

傍植物教材園土塁付近；同8.8 菅原十一氏；同8.19 食草園）

食草園での記録は，カラスザンショウへ産卵している雌を目撃したものである。この雌は数個産卵し

たのち飛去した。食草園のカラスザンショウへの産卵記録は1988.9.7にもある（久居， 1989a）。本種は

夏～初秋の目撃記録が多いが，食草園で産卵していること， 1989.5.5の初夏の記録があることなどから，

本園で発生している可能性も十分にある。

Anthocharis scolymus Butler ツマキチョウ（鱗麹目 シロチョウ科） (1989.4.9 矢野亮氏；同4.13

食草園）

1984年に再見されて以来，本園で繁殖を繰りかえしており，毎年春に出現する。

Antigius attilia Bremer ミズイロオナガシジミ（鱗麹目 シジミチョウ科） (1989.6.22 武蔵野植

物教材園，矢野亮氏）

本園で今なお発生しているのが確実と考えられるゼフィルスの貴重な一種である。

Curetis acuta Moore ウラギンシジミ（鱗麹目 シジミチョウ科） (1989.8.23 食草園；同10.1 武

蔵野植物教材園；同10.5 教育管理棟前）

本種は秋季に圏内各所で見られる。

分布の北限は太平洋側が福島県，日本海側は新潟県で，モンキアゲハと同様，年平均気温が13℃の等

温線，すなわち暖帯林の北限に一致する（福田他， 1984）。越冬態は成虫で，本州の亜寒冷地では成虫が

4月から産卵を始め，第1世代の成虫が6月中旬から羽化し，さらに第2，第3世代の成虫がそれぞれ

7～8月， 9～10月に見られる（福田他， 1984）。前報（久居， 1989a）では，本種は秋季以外の目撃が

皆無に近いこと，越冬のために移動する個体がいるらしいこと（福田他， 1984）などから，圏内での発

生よりも周辺地域から移動してきた越冬個体であろうと推定した。しかし， 1989.8.23に食草園で2個体

目撃されたことにより，本国で発生している可能性もあると考えられる。食餌植物のフジ ・ジャケツイ

バラ ・クララ ・クズなどは圏内に豊富に生育している。

Libythea celtis Fuessly テングチョウ（鱗麹目 テングチョウ科） (1989.7.7 矢野亮氏）

本種は年1回発生し，成虫で越冬する。圏内にふつう生育するエノキで発生を繰りかえしているもの

と考えられ，頻度は少ないが，毎年目撃される（図6）。

Parantica sita Kollar アサギマダラ（鱗麹目 マダラチョウ科） (1989.5.14 水鳥の沼；同7.1 森

の小道入口，以上守田洋氏；同7,28 食草園，矢野亮氏；同8.8 教研跡地，菅原十一氏）

本種も毎年数回目撃されるチョウの一種である。しかし，圏内での発生の可能性はほとんどなく，周

辺地域から飛朔してきた個体が目撃される。

。nthiacardui Linne ヒメアカタテハ （鱗麹目 タテハチョウ科） (1989.9.24 食草園）
本種は秋によく見られるが，夏季にもトラノオなどで吸蜜している個体が少なからず目撃される。園
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内に多く生育するハハコグサ・ヨモギなどを食餌植物として繁殖しているものと考えられる。

Aulacoρhara nign》ennisMotschulsky クロウリハムシ（鞘麹目 ハムシ科） (1989.9.10 水生植物

教材国）

本種は鶴田ら（1952）の昆虫目録には記録されている。しかし，その後，大野（1981）によって1980

年に行われた調査では生息が確認されず，本園では絶滅したかあるいは著しく個体数が減少したと考え

られているハムシの一種である（図7)。

食草として奥野ら（1978）はカーネーション・オモト ・サツマイモ・フキ・ダイズを挙げ，中根（1963)

はカラスウリ ・その他のウリ類，ダイズを掲げている。しかし，大野（1981）によれば，栽培種よりも

カラスウリなど野生のウリ科植物のほうを好み，成虫は葉を，幼虫は土中で摂を食害するという。

本種は本州、｜ ・四国 ・九州 ・奄美大島 ・琉球などに分布するが，近年，東京都区内の緑地では見られな

い（大野， 1981）。

(2）その他

Gekko jaρonicus Dum吾rilet Bibron ニホンヤモリ（トカゲ目 ヤモリ科） (1989.7.16 教育管理棟

資料室 ；同8.2 園内中央便所）

本種は毎年1～2個体，幼体，成体とも見られる。 1989.8.2の記録は前述の「青少年科学グループ活

動Jのおりに参加者によって目撃されたもので，それを撮影したカラー写真で確認された。

Dendrocopos kizuki seebohmi Hargitt コゲラ（キツツキ目 キツツキ科） (1989.11.18，ひょうた

ん池）

鳴き声と姿を目撃。本種は，近年都市の緑地に定着しつつあるキツツキ類で，本国でも留鳥化してい

るのが観察される。

D. major hondoensis Kuroda アカゲラ（キツツキ目 キツツキ科） (1989.11.8 三文路，守田洋氏）

Bombycilla garrulus centralasiae Poliakov キレンジャク（スズメ目 レンジャク科） (1989.11.11 

三叉路，守田洋氏；同11.21 三叉路，小原伸一氏）

Sphenurus sieboldii sieboldii Temminck アオパト（ハト目 ハト科） (1989.11.3 守田洋氏）
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図2.コウガイピル属の一種

図3.ヨダンハヱトリ

図4. トピナナフシ 図5.ウシカメムシ
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図 6.テングチョウ

図7.クロウリハムシ




